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１

ペ
ー
ジ

規
　
則

◯
秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
四
・
障
害
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
児
童
会
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
五
・
子
育

て
支
援
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

告
　
示

◯
八
郎
湖
に
係
る
湖
沼
水
質
保
全
計
画
（
第
一
期
）
の
公
表
（
一
三

六
・
八
郎
湖
環
境
対
策
室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
営
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
金
の
額
の
承
認

（
一
三
七
・
観
光
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
の
認
定
（
一
三
八
・
建
設
管
理
課
）
…
…
…
９

◯
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
（
一
三
九
・
秋
田
地
域

振
興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◯
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
（
一
四
〇
・
平
鹿
地
域

振
興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

公
　
告

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定
（
雄
勝
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
10

教
育
委
員
会
告
示

◯
教
育
委
員
会
会
議
の
開
催
（
七
・
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
10

人
事
委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示

◯
コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
）
の
持
出
し
及
び
移
植
な
ら
び
に

放
流
等
に
係
る
指
示
（
一
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
四
号

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
規

則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
使
用
時
間
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
利

用
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
」
を
「
使
用
時
間
は
、
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
利
用
時
間
」

を
「
に
定
め
る
使
用
時
間
」
に
、
「
あ
る
。
」
を
「
で
き
る
。
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
休
業
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
に
次
の

た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
電
話
を
利
用
し
て
行
う
相
談
に
応
ず
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、

同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
日
に
お
い
て
も
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
に
定
め
る
」
に
、
「
あ
る
。
」

を
「
で
き
る
。
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
児
童
会
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
五
号

秋
田
県
児
童
会
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
児
童
会
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
会
館
の
長
（
以
下
「
館
長
」
と
い
う
。
）
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
館
長
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
「
、
あ
ら
か
じ
め
知

事
に
届
け
出
て
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
館
長
」
を
「
知
事
」
に
、

「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」
に
改
め
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
館
長
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
館
長
」
を
「
知
事
」
に
、
「
映
画
フ
イ
ル
ム
」
を
「
映
画
フ

ィ
ル
ム
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
館
長
が
知
事
の
承
認
を
得
て
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理

を
行
わ
せ
る
場
合
の
会
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者

が
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
事
項
の
う
ち
知
事
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
七
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
時
間
等
）

第
七
条

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
会
館
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ

せ
る
場
合
（
以
下
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）

の
会
館
の
使
用
時
間
及
び
休
館
日
は
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
条
第
一
項
に
定
め
る
使
用
時
間
及
び
第

三
条
第
一
項
に
定
め
る
休
館
日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ

め
知
事
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
条
第
二
項
並
び

に
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
二
条
第
二
項
及

び
第
三
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
時
間
及
び
休
館
日
を
定

め
、
若
し
く
は
変
更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
第
二
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を

変
更
し
、
若
し
く
は
臨
時
に
休
館
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
使
用
時
間

及
び
休
館
日
を
会
館
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る

ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
八
条

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
」
と
、

「
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に

申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

管
理
者
」
と
、
「
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と

き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
料
金
の
承
認
の
申
請
）

第
九
条

指
定
管
理
者
は
、
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
料

金
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
使
用
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご

と
の
利
用
料
金
の
額
並
び
に
そ
の
算
定
の
根
拠
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
図
書
等
の
貸
出
し
）

第
十
条

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
条
の
規
定

規
　
　
　
　
　
　
則
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２

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」

と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次

項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
児
童
会
館
管
理
規
則
（
以
下
「
改

正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
時
間
及

び
休
館
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
秋
田
県
児
童
会
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

は
、
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

秋
田
県
児
童
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
秋
田

県
条
例
第
五
十
六
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の
承
認
の

申
請
は
、
改
正
後
の
規
則
第
九
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
六
号

湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
八
郎
湖
に
係
る
湖
沼
水
質
保
全
計

画
（
第
一
期
）
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す

る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
生
活
環
境
文
化
部
環
境
あ
き
た
創
造

課
八
郎
湖
環
境
対
策
室
、
山
本
及
び
秋
田
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
環
境
指

導
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
七
号

秋
田
県
営
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
条
例
（
平
成
四
年
秋
田
県
条
例

第
三
十
六
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
秋
田
県
営

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
金
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

承
認
し
た
秋
田
県
営
十
和
田
観
光
宿
泊
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
利
用
料

金
は
、
平
成
二
十
年
四
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

六
　
秋
田
県
営
十
和
田
観
光
宿
泊
セ
ン
タ
ー

（一）

宿
泊
室
の
利
用
料
金

（１）

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン

告
　
　
　
　
　
　
示

使

用

の

単

位

ＡＢ
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

宿
泊
室

利

用

料

金

の

額

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
人
一
泊
に
つ
き

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒
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３

ＣＤ

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

九
、
五
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
三
、
五
〇
〇
円

一
二
、
五
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

一
〇
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
七
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
五
〇
〇
円

一
三
、
五
〇
〇
円

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般



平成20年 3月25日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1964号

４

ＥＦＧ特
別
室
　
　
和
室

五
、
五
〇
〇
円

一
七
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
五
〇
〇
円

一
三
、
五
〇
〇
円

一
二
、
五
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
七
、
〇
〇
〇
円

九
、
五
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
三
、
五
〇
〇
円

九
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
二
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒



平成20年 3月25日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1964号

５

備
考一

　
こ
の
表
に
お
い
て
「
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
」
と
は
、
四
月
二
十
六
日

か
ら
五
月
五
日
ま
で
、
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
及
び

十
月
四
日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

二
　
宿
泊
室
の
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（一）

宿
泊
室
Ａ
　
和
室
で
床
面
積
が
三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（二）

宿
泊
室
Ｂ
　
和
室
で
床
面
積
が
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を

い
う
。

（三）

宿
泊
室
Ｃ
　
和
室
で
床
面
積
が
四
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（四）

宿
泊
室
Ｄ
　
和
室
で
床
面
積
が
五
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（五）

宿
泊
室
Ｅ
　
洋
室
で
床
面
積
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を

い
う
。

（六）

宿
泊
室
Ｆ
　
洋
室
で
床
面
積
が
四
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（七）

宿
泊
室
Ｇ
　
洋
室
で
床
面
積
が
四
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

三
　
宿
泊
室
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
の

者
が
別
に
宿
泊
用
具
を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
者
を
小
学
校
児
童

と
み
な
す
。

四
　
こ
の
表
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
加
算

し
た
額
を
利
用
料
金
の
額
と
す
る
。

（２）

レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン

洋
室

五
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

二
四
、
五
〇
〇
円

二
二
、
五
〇
〇
円

二
〇
、
五
〇
〇
円

一
八
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
九
、
五
〇
〇
円

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

使

用

の

単

位

Ａ
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

宿
泊
室

利

用

料

金

の

額

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

一
人
一
泊
に
つ
き

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般



平成20年 3月25日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1964号

６

ＢＣ

三
、
五
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
二
、
五
〇
〇
円

九
、
五
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
五
〇
〇
円

九
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般



平成20年 3月25日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1964号

７

ＤＥＦＧ

七
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

一
〇
、
五
〇
〇
円

九
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
〇
、
五
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

一
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒



平成20年 3月25日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1964号

８

備
考一

　
こ
の
表
に
お
い
て
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
」
と
は
、
「
ト
ッ
プ

シ
ー
ズ
ン
」
以
外
の
期
間
を
い
う
。

二
　
宿
泊
室
の
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（一）

宿
泊
室
Ａ
　
和
室
で
床
面
積
が
三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（二）

宿
泊
室
Ｂ
　
和
室
で
床
面
積
が
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を

い
う
。

（三）

宿
泊
室
Ｃ
　
和
室
で
床
面
積
が
四
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（四）

宿
泊
室
Ｄ
　
和
室
で
床
面
積
が
五
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（五）

宿
泊
室
Ｅ
　
洋
室
で
床
面
積
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を

い
う
。

（六）

宿
泊
室
Ｆ
　
洋
室
で
床
面
積
が
四
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

（七）

宿
泊
室
Ｇ
　
洋
室
で
床
面
積
が
四
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
い
う
。

三
　
宿
泊
室
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
の

者
が
別
に
宿
泊
用
具
を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
者
を
小
学
校
児
童

と
み
な
す
。

四
　
こ
の
表
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
加
算

し
た
額
を
利
用
料
金
の
額
と
す
る
。

（二）

会
議
室
の
利
用
料
金

Ｇ特
別
室
　
　
和
室

洋
室

三
、
五
〇
〇
円

一
一
、
五
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
〇
、
五
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
八
、
五
〇
〇
円

一
六
、
五
〇
〇
円

一
四
、
五
〇
〇
円

一
二
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

一
五
、
五
〇
〇
円

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

三
人
で
使
用
す
る
場
合

四
人
で
使
用
す
る
場
合

五
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

二
人
で
使
用
す
る
場
合

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒

一
般

使
用
の
単
位

二
分
の
一
室
一

時
間
に
つ
き

一
室
一
時
間
に

つ
き

区
　
分

会
議
室

利
用
料
金
の
額

一
、
二
五
〇
円

二
、
五
〇
〇
円



平成20年 3月25日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1964号

９

備
考一

　
使
用
の
時
間
が
一
時
間
未
満
で
あ
る
と
き
又
は
そ
の
使
用
時
間
に

一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
一
時
間
と
し
て
計
算
す
る
も

の
と
す
る
。

二
　
こ
の
表
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
加
算

し
た
額
を
利
用
料
金
の
額
と
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
八
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
起
業
者
の
名
称
　
湯
沢
市

二
　
事
業
の
種
類
　
小
安
峡
温
泉
総
合
案
内
拠
点
施
設
及
び
温
泉
街
駐
車
場

施
設
新
築
事
業

三
　
起
業
地

（一）

収
用
の
部
分
　
秋
田
県
湯
沢
市
皆
瀬
字
湯
元
及
び
字
小
湯
ノ
上
地
内

（二）

使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
二
十
年
二
月
二
十
二
日
付
け
で
湯
沢
市
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
小
安

峡
温
泉
総
合
案
内
拠
点
施
設
及
び
温
泉
街
駐
車
場
施
設
新
築
事
業
（
以
下

「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業
認
定
の
理
由
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

（一）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
公
園
事
業
で
あ
り
、
土
地
収
用
法
第

三
条
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（二）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
法
第
二
条
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
公
園
事
業
を
法
第

十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
執
行
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

湯
沢
市
は
本
件
事
業
を
施
行
す
る
権
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
湯
沢
市
は
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
、
本
件

事
業
に
関
す
る
必
要
な
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要

件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（三）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

（１）

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
件
事
業
は
、
湯
沢
市
皆
瀬
の
国
道
三
百
九
十
八
号
線
沿
線
に
延

長
約
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
位
置
す
る
小
安
峡
温
泉
街
の

二
箇
所
に
、
総
合
案
内
拠
点
施
設
及
び
駐
車
場
施
設
を
設
置
す
る
事

業
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
優
れ
た
自
然
の
保
護
と
利
用
の
増
進
を

図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
、
よ
り
多
く
の
観
光
客

の
誘
致
等
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

湯
沢
市
皆
瀬
地
域
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
南
東
に
約
二
十
キ
ロ
の

栗
駒
国
定
公
園
の
西
側
山
麓
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
と
温
泉
や
農

林
産
物
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

皆
瀬
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
は
、
小
安
峡
温
泉
街
を
中
心
に
南

側
に
と
こ
と
ん
山
、
小
安
温
泉
ス
キ
ー
場
、
観
光
物
産
館
、
大
噴
湯

な
ど
が
、
ま
た
北
側
に
は
女
滝
沢
自
然
林
、
大
湯
温
泉
な
ど
が
連
な

り
、
国
道
三
百
九
十
八
号
線
沿
線
に
延
長
約
五
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
渡
っ
て
小
安
峡
温
泉
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。

小
安
峡
温
泉
地
域
で
は
、
気
候
的
、
地
形
的
な
要
因
な
ど
に
よ
り

冬
期
間
の
施
設
の
閉
鎖
や
開
発
の
制
限
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
近

年
の
観
光
形
態
の
変
化
等
に
よ
り
、
特
に
宿
泊
客
や
温
泉
街
に
長
い

時
間
逗
留
す
る
観
光
客
の
減
少
が
み
ら
れ
、
地
域
経
済
の
低
迷
が
続

い
て
い
る
。

こ
の
た
め
湯
沢
市
で
は
、
自
然
や
観
光
に
関
す
る
情
報
や
足
湯
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民
が
地
元
の
農

産
物
を
販
売
し
た
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
通
年
で
開
放
す
る
施
設
と
し
て
、
総
合
案
内
拠
点
施
設
及

び
温
泉
街
駐
車
場
施
設
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
皆
瀬
地
域
の
優
れ
た
自
然
の
保
護
と

利
用
の
増
進
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
逗
留
時
間
の
延
長

や
地
元
市
民
と
の
交
流
な
ど
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、

相
当
程
度
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（２）

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）

及
び
秋
田
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
二
年
条
例
第
百
三
十
七

号
）
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
対
象
事
業
に
は
該

当
せ
ず
、
ま
た
、
法
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
の
利
用
制
限
に

抵
触
し
て
い
な
い
。

本
件
事
業
の
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
に
よ
る
災
害

防
止
対
策
や
騒
音
・
振
動
・
排
出
ガ
ス
を
抑
制
す
る
対
策
を
講
ず
る

こ
と
と
し
、
周
辺
の
建
物
や
歩
行
者
、
自
動
車
な
ど
の
交
通
の
安
全

に
最
大
限
配
慮
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少

な
い
も
の
で
あ
り
、
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（３）

複
数
案
の
検
討

本
件
事
業
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
申
請
案
を
含
め
て
三
箇
所
の

候
補
地
が
あ
る
が
、

ア
　
周
辺
の
観
光
地
、
関
係
施
設
と
の
距
離
や
温
泉
街
に
占
め
る
位

置
的
な
バ
ラ
ン
ス

イ
　
事
業
費
の
総
合
的
な
経
済
性

等
の
基
準
に
よ
り
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
申
請
案
が
優
れ
て
お
り
、

本
件
事
業
の
起
業
地
は
最
も
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（４）

事
業
計
画
の
合
理
性

（１）
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
（２）
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利

益
を
比
較
衡
量
す
る
と
、
本
件
事
業
の
実
施
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益

が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
（３）
で
述

べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
の
起
業
地
は
他
の
候
補
地
と
比
較
し
て
最

も
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の

要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（四）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

（１）

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

（三）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
皆
瀬
地
域
で
は
、
中
心
的
な
観
光
資
源
で

あ
る
小
安
峡
温
泉
街
で
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
皆
瀬
地
域
で
は
、
地
域
集
落
の
役
員
会
と
皆
瀬
観
光

協
会
と
が
合
同
で
地
域
活
性
化
の
方
策
を
協
議
し
、
平
成
十
九
年
二

月
に
「
小
安
峡
地
域
活
性
化
・
事
業
計
画
」
を
作
成
し
て
公
表
し
て

い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
湯
沢
市
で
は
、
「
湯
沢
市
総
合
振
興
計
画
（
平
成

十
九
年
三
月
策
定
）
」
に
お
い
て
、
皆
瀬
地
域
に
お
け
る
重
点
施
策

事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
機
能
を
備
え
た
総
合
案
内
所
の
整

備
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
「
小
安
峡
温
泉
地
域
整
備
基
本
構
想
重

点
整
備
計
画
」
（
平
成
二
十
年
一
月
策
定
）
に
本
件
事
業
を
具
体
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。

（２）

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
件
工
事
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
総
合
案
内
拠
点
施
設
で
は

事
務
室
、
公
衆
ト
イ
レ
、
倉
庫
、
展
望
デ
ッ
キ
、
集
会
場
、
駐
車
場
、

使
用
の
単
位

二
分
の
一
室
一

時
間
に
つ
き

一
室
一
時
間
に

つ
き

区
　
分

会
議
室

利
用
料
金
の
額

一
、
二
五
〇
円

二
、
五
〇
〇
円



平成20年 3月25日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1964号

10

足
湯
施
設
、
緑
地
な
ど
、
ま
た
、
温
泉
街
駐
車
場
に
お
い
て
は
、
駐

車
場
、
広
場
、
緑
地
な
ど
、
い
ず
れ
の
施
設
に
関
し
て
も
必
要
な
最

小
限
の
範
囲
と
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に

供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て

も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（３）

以
上
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益

上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第

四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（五）

結
論（一）

か
ら
（四）
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
土
地

収
用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場

所
湯
沢
市
　
皆
瀬
総
合
支
所
　
地
域
企
画
課

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
施
行
者
の
名
称
　
潟
上
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

秋
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
　
潟
上
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
四
　
事
業
地

一
　
収
用
の
部
分

旧
飯
田
川
地
区
に
お
い
て
昭
和
五
十
八
年
秋
田
県
告
示
第
八
十
号
及

び
平
成
八
年
秋
田
県
告
示
第
百
九
十
五
号
及
び
平
成
十
七
年
秋
田
県
告

示
第
百
七
十
号
、
旧
昭
和
町
に
お
い
て
昭
和
五
十
一
年
秋
田
県
告
示
第

百
四
十
七
号
及
び
平
成
二
年
秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号
、
平
成
四

年
秋
田
県
告
示
第
七
百
七
十
九
号
及
び
平
成
八
年
秋
田
県
告
示
第
七
百

三
号
、
平
成
十
一
年
秋
田
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号
及
び
平
成
十
六
年

秋
田
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号
、
旧
天
王
町
に
お
い
て
昭
和
五
十
四
年

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
九
号
、
昭
和
五
十
八
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
七

十
四
号
、
平
成
三
年
秋
田
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号
、
平
成
六
年
秋
田

県
告
示
第
七
百
四
十
八
号
、
平
成
八
年
秋
田
県
告
示
第
七
百
六
号
、
平

成
十
年
秋
田
県
告
示
第
七
百
三
十
八
号
及
び
平
成
十
四
年
秋
田
県
告
示

第
百
九
十
四
号
、
平
成
十
七
年
秋
田
県
告
示
第
百
八
十
一
号
の
事
業
地

に
、
潟
上
市
昭
和
大
久
保
字
袋
を
追
加
し
、
潟
上
市
昭
和
大
久
保
字
虻

川
境
、
字
街
道
下
、
字
町
後
、
字
汲
田
及
び
字
元
木
田
、
昭
和
豊
川
龍

毛
字
古
屋
布
及
び
字
堤
下
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

二
　
使
用
の
部
分

変
更
な
し

秋
田
県
告
示
第
百
四
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
施
行
者
の
名
称

横
手
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
元
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号
横
手
都
市
計
画
公
園
事
業

六
・
五
・
一
号
赤
坂
運
動
公
園
（
横
手
都
市
計
画
公
園
事
業
五
・
六
・
二

号
赤
坂
総
合
公
園
）

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
元
年
九
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

変
更
な
し

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
湯
沢
市
字
下
山
谷
百
十
一
番
地
最
上
政
雄
ほ
か
十
四
名

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計

画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
し
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
岩
の
沢
地
区

た
め
池
等
整
備
事
業
）
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
四
月
二
十
一
日
ま

で

三
　
縦
覧
場
所
　
湯
沢
市
役
所

秋
田
県
教
育
委
員
会
告
示
第
七
号

次
の
と
お
り
教
育
委
員
会
会
議
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
伊
　
藤
　
美
津
子
　

一
　
日
時
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日
　
午
後
三
時

二
　
場
所
　
教
育
委
員
会
委
員
室

三
　
案
件

（一）

秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

（二）

教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
案

（三）

あ
き
た
教
育
新
時
代
創
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
平
成
二
十
年
度
実
施
計
画
案

（四）

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

（五）

指
導
力
不
足
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
案

（六）

秋
田
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

（七）

そ
の
他

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
公
布
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
柴
　
田
　
一
　
宏
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
公
布
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
公
布
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
百
分
の
十
二
」
を
「
百
分
の
十
三
」
に
改
め
る
。

附
則
別
表
東
京
都
特
別
区
の
項
中
「
百
分
の
十
四
・
五
」
を
「
百
分
の
十

六
」
に
改
め
、
同
表
大
阪
府
大
阪
市
の
項
中
「
百
分
の
十
二
」
を
「
百
分
の

十
三
」
に
改
め
、
同
表
福
岡
県
福
岡
市
の
項
中
「
百
分
の
八
」
を
「
百
分
の

九
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
　
　
　
　
　
　
告

教

育

委

員

会

告

示

人

事

委

員

会

規

則

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
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秋
田
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項

及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ

ゴ
イ
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
の
取
扱
い
を
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

秋
田
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
会
長
　
伊
　
藤
　
　
　
彊
　

一
　
指
示
を
す
る
区
域

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
な
す
県
内
の
水
面

二
　
指
示
の
内
容

（一）

持
ち
出
し
の
制
限

コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
病
に
羅
患
し
た
と
き
ま
た
は
そ
の

疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
水
域
の
コ
イ
を
持
ち
出
し

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
蔓
延
防
止
の
た
め
及
び
公
的
機
関
が
試
験
研

究
な
ら
び
に
検
査
に
供
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（二）

移
植
の
制
限

コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
病
に
羅
患
し
た
と
き
ま
た
は
そ
の

疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
水
面
に
コ
イ
を
移
植
し
て

は
な
ら
な
い
。

（三）

放
流
等
の
制
限

コ
イ
を
増
殖
等
の
目
的
で
放
流
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
放
流

し
よ
う
と
す
る
コ
イ
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（１）

汚
染
水
域
由
来
で
な
い
こ
と
。

（２）

汚
染
水
域
由
来
の
コ
イ
と
水
を
介
し
て
の
接
点
が
な
い
こ
と
。

（３）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
コ
イ
群
で
あ
る
こ
と
。

（四）

遺
棄
の
禁
止

生
死
を
問
わ
ず
コ
イ
を
投
棄
、
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

三
　
指
示
を
す
る
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
十
九
年
十
二
月
四
日
（
第
千
九
百
三
十
四
号
）
掲
載
の
秋
田
県
告
示

第
五
百
七
十
二
号
（
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
通
知
）

（
原
稿
誤
り
）

二
　

上
　
　
三
十
四

四
十

中

三
十
六
か

ら
四
十

下

二
十
六
か

ら
二
十
九

三
十

三
十
四

二
　
　
　
　
　
三
十
九

三
　

上

二
十
二
か

ら
二
十
三

中
　

五

正
　
　
　
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　

正
　
　
　
　
　

寺
字
滝
倉
沢
（
以

上
七
字
国
有
林
。
次

の
図
に
示
す
部
分
に

寺
字
滝
倉
沢
・
田
沢

湖
生
保
内
（
以
上
三

市
二
町
国
有
林
。
次

限
る
。
）

字
栩
沢
・
字
馬
場

目
沢
・
字
相
内
沢

（
以
上
三
字
国
有
林
。

次
大
館
市
長
走
字
下

内
沢
・
北
秋
田
市
森

吉
字
湯
ノ
沢
・
北
秋

田
市
阿
仁
戸
鳥
内
字

打
当
沢
・
山
本
郡
八

峰
町
八
森
字
平
沢
・

藤
里
町
粕
毛
字
鹿
瀬

内
沢
・
男
鹿
市
北
浦

安
全
寺
男
鹿
山
・
秋

田
市
河
辺
岩
見
字
岩

見
山
・
由
利
本
荘
市

鳥
海
町
上
直
根
字
西

ノ
又
（
以
上
八
字
国

有
林
。
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）

ア
　
次
の
森
林
に
つ

い
て
は
、
主
伐
に
係

る
立
木
の
伐
採
を
禁

止
す
る
。

字
湯
ノ
沢
・
字
岩

見
山
（
以
上
二
字
国

有
林
。
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）

イウオ

の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

字
栩
沢
・
字
平

沢
・
字
馬
場
目
沢
・

字
相
内
沢
・
田
沢
湖

生
保
内
（
以
上
国
有

林
。
次

大
館
市
長
走
字
下

内
沢
・
北
秋
田
市
阿

仁
戸
鳥
内
字
打
当

沢
・
山
本
郡
八
峰
町

八
森
字
平
沢
・
藤
里

町
粕
毛
字
鹿
瀬
内

沢
・
由
利
本
荘
市
鳥

海
町
上
直
根
字
西
ノ

又
（
以
上
五
字
国
有

林
。
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。
）

削
除

アイエ

仙
北
市
田
沢
湖
生
保

内
・
田
沢
湖
潟
字
大

沢
（
以
上
一
大
字
一

字
国
有
林
。
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限

る
。
）

田
沢
湖
生
保
内
（
国

有
林
。
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）

仙
北
市
田
沢
湖
生
保

内
・
田
沢
湖
潟
字
大

沢
（
以
上
国
有
林
。

次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。
）

田
沢
湖
生
保
内
・
字

大
沢
（
以
上
国
有
林
。

次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。
）
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